
145

RETIO.  NO.115  2019年秋号  

●　編集後記　●

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
2019年秋号（115号）をお届けします。
令和2回目の発行です。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◇　本年も、台風15号をはじめ豪雨被害が多
発しましたが、被災された皆様方に心よりお
見舞い申し上げます。

◇　座談会については、夏号に続き、「不動
産取引紛争への対応をめぐる歴史と現在」
（下）を掲載しました。岡本弁護士、宇仁弁
護士のこれまでの御経験を踏まえたお話等
は、実務者にとって非常に興味深い内容にな
っています。

◇　本号では、対談「水害リスク情報と不動
産取引」を掲載しました。近年、全国各地で
豪雨が頻発化・激甚化していることを踏ま
え、本年7月には国土交通省から水害ハザー
ドマップの情報提供依頼の通知が出されてい
ますが、国土交通省の水防企画室長から水害
リスク情報について、基本から説明いただい
ており、実務の参考にしていただければ幸い
です。

◇　国土交通省土地・建設産業局不動産業課
不動産業指導室より、「宅地建物取引業法施
行状況調査（平成30年度）の結果について」
寄稿いただきました。宅建業法主管課におい
て取り扱われた苦情・紛争相談件数は、全体
で946件と昨年に比べ約7％の減少となりま
したが、宅建業者自らが売主として関与する
「売買」に係る紛争の相談件数は約15％増加
しています。売買に係る苦情・相談件数を物
件の種類別に見ると、「宅地」に関するもの
が158件と最も多く、昨年に比べ約46％増加
しています。また、原因別としては、「報酬、
瑕疵問題、相手方の保護に欠ける行為禁止」
に関するものが増加しています。

◇　明海大学不動産学部の中田裕子専任講師
より、「日本における空き家信託の実現可能
性」を寄稿いただきました。近年、深刻化す
る空き家問題について、信託制度を活用する
メリットや課題についてわかりやすく解説さ
れています。また、当機構調査研究部の中戸
康文主任研究員より、近年多く見られるよう
になってきた「土壌汚染・地中埋設物と売主
の瑕疵担保責任に関する裁判例」について寄
稿を行いました。

◇　最近の裁判例からは18の事例を掲載しま
した。当機構への電話相談において、瑕疵担
保責任に関するものが相変わらず多いことか
ら、事例3・事例4・事例5・事例6におい
てご紹介させていただきました。事例3では
土壌汚染による瑕疵、事例4では所有権界の
疑義による瑕疵、事例5および6では建物瑕
疵といった様々な売主の瑕疵担保責任が認め
られた裁判例の解説となっています。
� （宝満）
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